
恥（羞恥）についての質問（２～４） 

 

質問２―社会学者の作田啓一は名著『恥の文化再考』（筑摩書房、1967）の中で、医

者に患者（普遍）としてではなく個体（個別）として見られた時の羞しさを例にあげ、「普

遍化と個体化という 2 つの志向が、自己と他者とのあいだでくい違い時,羞恥が生じる

のである」（11 頁）と述べていますが、これは先ほどの説明のどれに当たりますか？ 

ChatGPT: 

はい、この作田啓一の『恥の文化再考』にある「普遍化と個体化の食い違いによって

生じる羞恥」は、先ほどお尋ねいただいた「人が恥ずかしいと感じるのはどのようなと

きか」という問いに対して、以下のような説明に該当します： 

 

該当する説明のタイプ： 

**「自己像と他者像のズレ・齟齬」**に基づく羞恥の説明です。 

 

詳しく整理すると： 

• 作田は、「自分が患者（普遍的存在）として扱われることを望んでいる」のに対

し、「医者から個人（個別的存在）として扱われる」という、自己の望む在り方

（普遍化）と、他者が見る在り方（個体化）の食い違いがあると指摘していま

す。 

• この「食い違い」は、「自己が他者にどう見られているか」に強く関係しており、

自己の期待する役割や匿名性が破られたことによって羞恥が生まれるという

構造です。 

 

先ほどの説明との対応関係： 



説明の類型 内容 
作田の議論

との対応 

① 視線や注目を浴びるこ

とによる羞恥 

他者からの注視によって自意識が強まり、

恥を感じる 
一部関係あり 

② 規範や期待からの逸

脱による羞恥 

社会的規範に違反し、「こうあるべき自分」

から逸脱したと感じたとき 
関係は薄い 

③ 自己像と他者像の不

一致による羞恥 

自分が思っている「私」と、他者が見ている

「私」との間にズレがあるとき 
強く該当 

④ 社会的役割が脅かさ

れることによる羞恥 

自分の属している役割・地位が崩れそうに

なったときに感じる羞恥 

関連あり（補

助的） 

 

要するに： 

作田のこの説明は、「羞恥とは**他者とのあいだにおける自己の位置づけの食い違

い（ズレ）**から生じる情動である」という社会学的視点の典型であり、③「自己像と他

者像のズレによる羞恥」の構造を、「普遍化と個体化のズレ」という独自の概念で語っ

たものと理解できます。 

必要であれば、他の恥の説明理論（ゴフマンやルイスなど）との比較もできます。 

質問３ 

他の恥の説明理論（ゴフマンやルイスなど）との比較をお願いします。 

ChatGPT: 

もちろんです。作田啓一の「普遍化と個体化のズレによって羞恥が生まれる」という理

論は、恥を「自己と他者との関係におけるズレ」として捉える点で、他の理論と共通し

つつも独特な視点を持っています。以下に、代表的な羞恥の理論との比較を示しま

す。 

 

  恥の理論比較表：作田啓一・ゴフマン・ルイス・他 



理論家 恥の生起条件 中心概念・構造 作田との比較・対応 

作田啓一 

自己と他者との間で

の「普遍化と個体

化」の食い違い 

普遍志向 vs. 

個体志向のズレ 

独自の語彙だが、「他

者からどう見られるか」

という他の理論と一致 

アーヴィング・ゴフマ

ン（Erving Goffman） 

社会的場面におい

て「役割」や「顔

（face）」が損なわれ

るとき 

印象管理、ステ

ィグマ、face-

work 

社会的役割が期待通

りに果たせないと羞恥

が生じる → 作田の

「期待とのズレ」に近い 

マイケル・ルイス

（Michael Lewis） 

自己が「失敗」したと

感じるとき（自己意

識的感情） 

自己評価、内面

の理想自己 vs. 

現実自己のギャ

ップ 

他者視線よりも内面の

自己評価に重点 → 

作田より内在的 

チャールズ・クーリー

（Charles Cooley） 

他者からどう見られ

ているかの想像（＝

鏡に映った自己） 

「鏡に映る自己」

概念 

作田と非常に近い。ク

ーリーは「自己は他者

の眼に映る存在」だと

強調 

ヘレン・ルイス（Helen 

Block Lewis） 

自己の不完全さや

他者からの拒絶を

意識したとき 

羞恥と罪悪感の

区別 

作田と共通点あり：羞

恥は「他者との関係

性」の中で生まれる感

情 

ダーシー・トムソン

（Darcy Thompson）等

の文化論的視点 

西洋＝罪の文化、

日本＝恥の文化

（ルース・ベネディク

トなど） 

文化ごとに羞恥

の構造が異なる

とする 

作田もこの文脈を踏襲

しつつ、それを内在的

に構造化した試みとい

える 

 

    ポイント整理 

   共通点： 

• 多くの理論で、恥は「自己と他者の関係の中で生まれる感情」であるとされ

る。 

• **「ズレ」「食い違い」「役割の失敗」**が恥の起点として扱われる。 



• 社会的状況（ゴフマン）、他者からの評価（クーリー・作田）、自己評価（ルイス）

などが中心。 

   作田の独自性： 

• 「普遍化（匿名的、役割的な存在として扱われたい）」と「個体化（個人として晒

される）」のズレという二項対立モデルで恥を説明。 

• この観点は、「羞恥とは単に失敗や批判によるものではなく、自己の在り方に

関する期待と現実の構造的な齟齬から生まれる」と言っている点で深い。 

• また、作田は文化論（日本における恥の特質）に位置づけつつ、それを社会構

造の中で普遍的に分析しようとした。 

 

   まとめ（比較を踏まえた理解） 

視点 恥とは何か 

作田啓一 自己と他者のあいだでの「普遍化と個体化」の食い違いが生む感情 

ゴフマン 社会的場面での役割や印象の失敗に伴う感情 

ルイス 内面的な理想自己と現実自己のギャップによる感情 

クーリー 他者の眼に映った「自己像」とのズレによって生まれる感情 

 

さらに深く比較したい場合、「恥」と「罪悪感」「屈辱感」「当惑」などとの違いも対比でき

ますので、ご希望あれば続けてご説明いたします。 

質問４ 「恥」と「罪悪感」「屈辱感」「当惑」などとの違いについても教えて下さい。 

ChatGPT: 

とても良い問いです。「恥」「罪悪感」「屈辱感」「当惑」などは、すべて自己と社会・他

者との関係性の中で生じる感情ですが、それぞれニュアンスや発生の構造が異なり

ます。下記に違いを明確に整理してご説明します。 

 



  感情の比較表：「恥・罪悪感・屈辱・当惑」の違い 

感情名 定義・特徴 

中心と

なる対

象 

視点 感情の方向 例 

恥（Shame） 

自分自身が価

値のない存在、

欠陥がある存在

だと感じる感情 

自己の

存在そ

のもの 

他者の視

線／内面

化された

他者 

自己否定

（全体的） 

人前で失敗し

て、存在ごと否

定されたように

感じる 

罪悪感（Guilt） 

自分の行動が

道徳的・倫理的

に間違っていた

と感じる感情 

行為 
内面的な

道徳判断 

行為への反

省（部分的） 

約束を破って

しまい、相手に

悪いことをした

と感じる 

屈辱（Humiliation） 

他者から侮辱さ

れ、自尊心が踏

みにじられたと

感じる感情 

自己

（外部

からの

攻撃） 

他者から

の評価・

暴力的扱

い 

怒りや報復

の感情も含

む 

公の場で辱め

られて怒りを

感じる 

当惑

（Embarrassment） 

小さな過ちや不

適切な状況で起

きる一時的な不

快感 

状況・

場面 

他者の注

目 

自分の一部

の行動や状

況に対する

軽い不快 

トイレの音が

聞かれて気ま

ずい、名前を

忘れてしまっ

た 

 

    構造的な違いの要点 

感情 恥 罪悪感 屈辱 当惑 

自意識の

対象 
自分という存在全体 自分の行動 

他者からの攻撃

や見下し 

自分の軽微な

ミスや状況 

他者の存

在 

重要（実在でも想像で

も） 

不要な場合

もあり 

非常に重要（加

害者的存在） 

主に「観衆」と

して必要 

文化的違

いの影響 

大きい（例：恥の文化 

vs 罪の文化） 

比較的普遍

的 

権力関係と深く

関わる 

比較的文化横

断的 



感情 恥 罪悪感 屈辱 当惑 

生じる動機

づけ 

隠れたい、逃げたい、

自分を小さくしたい 

償いたい、修

正したい 

仕返ししたい、反

抗したい 

忘れたい、ごま

かしたい 

 

   まとめ（わかりやすい例で） 

状況 恥 罪悪感 屈辱 当惑 

クラスで発言して笑

われた 

「私はダメな人

間だ…」 
― 

「馬鹿にされ

た！」 

「しまった、恥

ずかしいな」 

友達との約束をすっ

ぽかした 

「私は信頼され

ない人間だ」 

「申し訳ない

ことをした」 
― ― 

上司に怒鳴られて部

下の前で叱責された 
― ― 

「人前でこんな

扱いを…」 
― 

ズボンのチャックが開

いていた 
― ― ― 

「うわ、気まず

い！」 

 

   教育や文化論における応用的含意 

• 「恥」は日本文化で特に重視される感情で、道徳教育や社会的規範の内面化

と密接に関係しています（ベネディクトの「恥の文化」論など）。 

• 「罪悪感」は個人の内面における道徳判断に基づきやすく、西洋ではこちらが

重視される傾向があります（キリスト教的倫理との関係）。 

• 「屈辱」は社会的不平等やパワーバランスに関する研究で重要な感情とされ、

教育場面でも「いじめ」や「指導の名のもとの人権侵害」の文脈で議論されま

す。 

• 「当惑」は羞恥と似ていて混同されがちですが、より軽度で一時的なもの。子

どもの社会性発達などで注目されます。 

 

さらに必要があれば、精神分析的な視点（例：フロイト派・自我心理学）や、現代の脳

科学的知見（例：恥に関与する脳部位など）もご紹介可能です。 



 


